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住層 2

弥コⅢ十代後中後栄 (V - 3如 bθ )'大 住ⅢI跡tあ る

粒‖“はJとす軸 分がtr jは メ[方レを,し ている 内 部,ま

ittflにな,て おり 床 而は■千村Jとに長い糾メ[方形で

ある 故 」1面のHlttt長辺 76mX 短 辺 6●2Ⅲ  ヽ技

ll Ⅲiからの洋さは市6Ⅲていも株く006〕 てある

■|レ(な合はにあり 市 丈四のfL tI■T中 央|こ■っ

て何“ごケtている ね li断Ⅲ■には 亡 在0 62 inの円

形のⅢⅢビットがある 内 打■ま=段 ヽイこなっており に

市までの添さは 14cnlである ま た 床 而にま引中に

FIく推けたす亡水炉がある 地 床炉はF=約 88cm 幅 約

“0(■1て■と形には7Jlっており 中Ⅲこヽ前̀ はリサホ出しを,

し 'llIにいくにつイ■て と N力 4`叫 を‖するように空

化する このltttr‖分は3cnま との'さ て擁けてい

る

迪勅!= コにしⅢⅢ,=L増ヽ ■う`十H=Lしたまか 抹 “Ⅲ!1上

からll布 は 石などの碑古林と和イ贈1の快イヒ物が出1■し

た 際 【F‖は処床すと胴壁のWあた,と 市 側の加吐昨

に分われて出J上した 制 代■の成イヒ妨は 前 束円と市Pi

Wの 2カ所お`うまとまって|は十した 1束 1匝 成″所な

カヤと思われる そ れ十よ mい に tヽり付くようなよ忙で

Htとし な f状 況まよくなかった 市 西出て‖iし た,
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化物は床面に鮎り付くように 報 維方向を同じくするS

～5enを 一つの単位として岩千方向をずらしながう折

り重なつて出とした。ただ RFr状 況は悪く 編 み方法

どの詳細はFtrで はわからない。これらの炭lLOは  同

壁に炭化助や焼■粒などがみられ 日 壁瀞内にも炭1駒

が多く含まれることから壁材の一部として使用されてい

たと程測できる。また 閉 ヒ勅の下から土群片やer4継

が山としており 軟 駒の可能性はlEいと考えられる な

お こ の在宿跡からは こ れ以外に炭イ蕊 やlt土なとは

てまとんど出としなかった。

と唇e

弛 時代tttH核葉 (V-3開 )の動くに信跡である(口

3)平 面形Ltは不理形な円形て 校 山商の規模は長廷

674皿  短 経 648nで ある 検 出面からの深どが提ヽ

深いのは西側で00S mで ある ト レンチ調査に留めた

ので 主 柱火の数などは不明である。と居跡中央には

中央ビットがあり 周 囲には地床炉がある。

J層 の性績状況は 相ね3層 に大,Uすることがで=る 。

床面直上に確積する下層 (0申 〕目)は  日 疑や床面と

なっている地山 (火山卿言)に よく似た 皮 粒を合むi

口である。指灰色を皇する中盾 (姫 )は 帝く全体的に

雄積し 閥 植とと考えられる 上 層 く①層)は  比 輸拘

厚く国際から中央部にかけて全体thl殺 し 波 粒を多く

含こ これら一連の雄積から 住 層期の理XbB程 は 下

層が埋あ漠された後 窪地の状態でしばらく放置きれて

ほ植上 (Ⅲ層)が 発達し そ の後周囲から上が流入して

完全に坦没したと雑洞できる。遺物は 中 層から上層に

かけて多くは上し 下 層からはあまり出上しなかった。

4 ま とめ

今年度の発縮惑査で 妻 木山地区の菫ホ約査は終了す

る。弥生氏代後期後葉の信tll位 のあり方を脚現するこ

とを主目的とした前埜を行い 一 定の戒果を得ることが

でをた

7区から“区にかけてItu査した信住革化は 弥 生時代

後期Ⅲ葉から後葉の上鹸 的短期間に6線 の竪勾営層が切

り合うことなく建てられている。この膚に単位内での竪
‐
tL店の変連は 上 躍型式から2段階の変連を考えられ

る。また こ れまでの発撮調査では 廻 上の最上層が周

権i保 色0で 埋まつている登穴住居跡は そ の店位

単位の中で比較的新しい時期に属する傾向がある。この

黒色とは そ の場所での膚住が逢純えた後に発達するt

のと考えられるので (蔦鷺 演 日2003)上 理型式で

は同じ時期に属する軟 任層跡であっても 埋 ■の違い

で時期をのある司能性がある き らに ま 木晩四遺跡の

理穴住居跡の平面形態tま弥生略帥 推葉に円形から田

力方形に変化し 隅 丸多角形は減少することがわかつて

いる (馬鷺 演 出2003)

土繍型拭 理 上の状況 竪 穴住膚跡の平面形態を組み

合わせて考えると0続て描成される店住単位は少なくと

も3段階の空連を経て形成されたと考えられる (豪1)。

表 1

轟 14昭 廃 2段 階 あ 3型 怖

住悟言■ ユ146
S 1 1 4 8  ( S「1 4 7 )

に目 1 住 日 3
(団147)

住82

=毒 型式 V-2 V - 3 V - 3

平面形態 円形 H形  多 角形 融丸力杉

また 丘 睦頂部と線 面部における貯移使設のあり方の

連いも浮言彫りになってとた。こうしたあり方が 他 の

地区でも畝められるのかなど 今 後さらに校前する必要

があるたろう。いずれにしても こ れまでのような丘陸

頂部をⅢ,Sとした調査に加え 船 面部の利用のきれ方t

十分に続査していく必要がある  (馬 蕗晃料
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